
日本植物形態学会第 33回総会・大会（東京大会）のご案内 

  

日本植物形態学会第 33 回総会・大会は，新型肺炎（COVID-19）の感染急拡大のため, 実会場

での発表は取り止め, オンラインのみで開催します. 

 

第 33回大会会長：豊岡公徳（理研） 

第 33回大会実行委員長：村上哲明（都立大） 

第 33回大会準備委員長：酒井敦（奈良女子大） 

第 33回大会会計委員長：三角修己（山口大） 

日本植物形態学会長：峰雪芳宣（兵庫県立大） 

日本植物形態学会庶務幹事：宮沢 豊（山形大） 

 

1．期日 2021年 9月 17日（金） 

 

2．プログラム（注 1） 

   10:30-11:30 評議員会     （Zoom ミーティング） 

   12:00-13:00 総会・授賞式    （Zoom ミーティング） 

   13:00-14:40 受賞講演会    （Zoom ミーティング） 

   14:45-16:30 研究発表（ショートトーク）（注 2）             （Zoom ミーティング） 

16:30-18:00 研究発表（詳細発表, 質疑応答および意見交換）（注 3） 

 （Zoom ミーティング ブレイクアウトルーム） 

18:00-18:30 交流会 1 （乾杯、挨拶等 Zoom ミーティング） 

18:30-20:00 交流会 2 (自由歓談 Spatial Chat [Free版 100名まで]) 

注 1） 時刻については若干の変更の可能性があります．  

注 2）  オンライン(Zoom ミーティング)による口頭発表(1〜2 分程度)を予定しています. 概要を

PowerPointファイル 1〜2枚にまとめ、前日までに所定のオンラインストレージにアップロードして

ください. 大会本部で全員分まとめたスライドを Zoom画面共有します.  

注 3） 詳細発表，質疑応答および意見交換は，ショートトーク発表者が前半と後半(各 45分程度)に

分かれ，発表者ごとに割り当てた Zoom ブレイクアウトルームにて行います．Zoom ブレイクアウ

トルーム内における詳細発表に関しては自由形式です. PowerPoint や PDF, Movie など画面共

有してご説明ください.  

 

3．参加費  

一般会員・学生会員：無料（今年度年会費の納入が必要です）． 

※ 新入会員の申し込みについては本会の学会誌 Plant Morphology または本会ホームページ

をご覧下さい.  



非会員：一般 2，000円，学生 1,000円を下記口座に 9月 3日までに納入してください。 

郵便振替口座番号：00120-2-669588（加入者名：日本植物形態学会） 

通信欄に「日本植物形態学会第 33回大会参加費」と必ずご記入ください。 

 

4．事前参加申し込みとショートトーク発表申し込み 

ショートトーク発表申し込みと講演要旨の送付：8月 27日（金） 17:00 締切 （必着） 

事前参加申し込みと年会費納付期限：9月 3日（金） 17:00 締切 （必着） 

概要 PowerPointファイル 1〜2枚提出期限：9月 16日(木) 正午  

※今年度大会では，事前に URL配布を行う必要があるため，上記の期限を過ぎた参加申し込み

（当日参加含む）を受け付けることができません。また，ショートトーク発表者は，先着 100 名まで

とさせて頂きます．あらかじめご了承ください． 

※ショートトーク発表の発表代表者は，学会員に限ります．現在非会員で発表を希望される方は，

遅くともショートトーク発表申し込みまでに入会をお願いします． 

 

5. 申し込み方法 

大会 HP に掲載されている様式にて，e-mail で大会準備委員長（奈良女子大学 酒井敦，

sakai@cc.nara-wu.ac.jp）までお申し込み下さい．  

 

6. 日本植物学会第 85回大会における共催シンポジウム 

9 月 16日（木），9月 18日（土）~9月 20日（月・祝）に開催される日本植物学会第 85 回大会に

おいて，日本植物形態学会が共催するシンポジウム 1 件が開催されます. こちらにも奮ってご参

加ください． 

9月 19日（日） 9:00 ~11:30 

「光によって拓く植物細胞内の真の構造機能」 

オーガナイザー： 植村 知博（お茶の水女子大）, 吉田 大和（東京大） 

[シンポジウム概要] 

超解像イメージング、１分子光計測、タンパク質結晶構造解析といった、「光」を使って細胞内の構

造を解き明かす技術が目覚ましい進展を見せている。これらの解析技術は植物科学研究に大き

な変革をもたらしており、植物細胞内において機能を生み出す構造の実態が明らかになり始めて

いる。本シンポジウムでは、最先端のナノレベル構造可視化技術を活用する研究者が集い、これ

ら新技術の原理的基盤や技術的な側面、実際の研究例を紹介するとともに、今後の課題につい

て議論する。 

 

7．その他 

A． 要旨集は 9月 10日（金）までに学会ホームページに掲載する予定です．ダウンロードし

てご利用下さい．  

mailto:sakai@cc.nara-wu.ac.jp


B． アクセスするための Zoom リンク及び概要 PowerPoint ファイルのアップロードリンクは, 

9月 10(金)までに事前参加登録したメールアドレスにお送りします. 案内が届かない場

合はお問い合わせください.  

C. 特許出願予定の内容を含む発表をされる場合は，予め特許庁に所定の手続きをお取り

下さい．  

D.  大会参加，ショートトーク発表申し込み，大会についての連絡，お問い合わせ等は，下

記までお願いいたします． 

      

 

   [連絡先] 〒630-8506            

        奈良市北魚屋西町 奈良女子大学理学部生物科学教室内           

        日本植物形態学会 第 33回大会準備委員長 酒井 敦           

        Tel/Fax: 0742-20-3425           

        E mail: sakai@cc.nara-wu.ac.jp 


